


























































































































































































































































































最初にあげた命題-① ｢各人は自己の創造的能力の陶冶につき完全性を欲せよ｣ ② ｢各
人は他の者もこのような完全性をめざす存在であることの尊重を欲せよ｣ -が､いつの時
代にも最高目標とされなければならないという意味は､我々は常に現前にある現象的世界
において各人が創造的能力を陶冶して生きるためにどのような実践的規則(法･道徳)が
確立されるべきか思惟し､実際にそのように生きうるような体制(豊かさを実現する体制
ではなく)を築いてゆき続けなければならない最優先課題を背負っているということであ
る｡それゆえにこそ現代の民法(財産法)にとって､各人が自己のイニシアチブで財貨
(特に土地)を有効に利用しうるような諸権利の体系化が最高の使命として課されるので
あるが､これからの時代を担う若者にはこのような事情をきっちりと教えて､現前の世界
-18-
がどのように変化しようとも今述べた課題を忘れないようにさせる必要がある｡
だが同時に他方では､次のようなカントの教えも忘れさせるべきではない｡それは､自
由が時代を超えて(無限に)追求されるべき目標にだけ仕えるものである以上､自由の実
践的規則は性急に目標の実現を求めようとする意識によっては決して認識されえないとい
うことである｡このような意識(それが主観的には正義の実現を希求していようとも)は
必ず経験的内容において一一様な社会の実現という方向での何らかの目標に誘われており､
それゆえ自由のための規則ではなく､誘われているかかる経験的目標に奉仕する規則をし
か認識させないであろう｡特に社会主義の崩壊に直面した現代の我々には､自由が性急な
目標の実現を求める意識に無縁なものであること､従って自由のための規則が知りたけれ
ば我々を無限の進行において自由へと導こうとする意識(実践的に存在することが要請さ
れる意識)に依拠して､その時代や共同社会にふさわしい自由のためのそれぞれに異なっ
た規則･行為規範を見出そうとする努力の継続によるはかない一現前の世界の規律は必ず
かかる意識が無限の進行において目指す努力の正に一環としてなされなければならない
(もちろんこのような意識が現前の世界に対して示す正しい法原則は速やかに強制による
実現のための法的措置を必要とするこというまでもあるまい) -という不可避的な事情も､
受け容れなければならない大切な実践的真理なのである(以上の点につき拙稿｢環境問題
が要請する行為規範学革新の方向性｣矢揮ほか編『環境法の諸相』尊大出版局所収参照)｡
(さかもと　たけのり　専修大学法学部教授)
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